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1　今は昔……というほど昔のことではないかもしれないが、かつて本学に
教養部という組織があった頃のことだ。教養部は、一般教養科目、体育科
目、語学の三つのセクションにわかれていた。尾関英正先生も私もドイツ
語の担当だから、当然語学のセクションに属していた。
　ほかのセクションのことはよく知らないが、語学のセクションでは、毎
年一度、一泊旅行があった。行き先は、だいたいは東京近郊の温泉だった。
それで、それがいつのことで、場所はどこだったかはもう忘れてしまった
が、私の心に強烈に残っていることがひとつある。
　その旅行は、大学に集合して、バスで皆でくりだすというものではなく、
往路も復路も各自の勝手で、目的地の旅館とかホテルに、夕食の時間まで
に来ればいいというものだった。だから、参加者は目的地に着くと、まず
温泉につかり、それから宴会に出て、それからまた温泉に入ったり、だれ
かの部屋になんとなく集まって、カリキュラムの話をしたり、その他諸々
の世間話をしたりしてすごし、それからまた気が向くと温泉につかり、眠
くなったら自室に戻って寝てしまうというふうな、のんびりした旅行だっ
た。
　そんな時間の流れの中で、どこでそういう話になったか忘れてしまった
が、たぶん源頼朝と義経の兄弟の話からだったような気がする。なにしろ、
三十年近く昔のことで、そのあたりのことは、記憶がさだかではないのだ
が、とにかく、嫡出子と非嫡出子について、ちょっと話題になった。わざ
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2わざここで書くこともないが、頼朝の母は義朝の正妻、藤原季範の娘、由
良御前である。義経の母は義朝の側室の常盤御前。誰々の娘という肩書き
はない。
　私事にわたって恐縮なのだが、私は少し児童書を書いており、当時、武
家の兄弟争いにかかわる作品を書こうとしていた。後日それは「白狐魔記」
というシリーズになるのだが、それはともかく、そんなわけで、私は頼朝、
義経の確執や、非嫡出子への差別について興味があったのだ。それで、私
はそこにおられた、私よりずっと年長の先生方の話に耳をかたむけていた。
　非嫡出子については、日本語にも外国語にも、いろいろ差別的表現があ
り、なにしろ語学の教員の集まりでもあり、話題はいきおいそういう方向
に流れていった。その時、尾関先生もそこにおられ、ほかの先生方の話を
黙って聞いておられた。
　それから、話が横道にそれていき、どなたかが、
　「まあ。英雄色を好むといいますからねえ。それは、昔だけじゃなくて、
今だって同じじゃないかな。だけど、あっちこっちに子どもを作ってしま
うのはどうかなあ。」
とおっしゃった。
　三十年近くも前のことなのだ。男女関係についての、世間一般の考えも
だいぶ今とはちがう。それはそんなに常識はずれの意見ではなかったかも
しれない。ある意味、普通の考えだったのではなかろうか。普通というこ
とに、どれほど意味があるかは別として。
　その先生のひとことで、その話題は終わり、そのあと別の話題に移って
いった。
　それは正式な会議ではないし、何より、私はそこにいることに飽きてし
まい、その部屋を出て温泉の露天風呂につかりにいった。そして、湯の中
で夜空をながめていると、あとから尾関先生が湯に入ってこられた。そこ
で、私は尾関先生に近寄りながら、
　「さっきの話ですけど……。」
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と話しかけた。すると、尾関先生は、
　「さっきのって？」
と私の顔を見た。そして、私が、
　「非嫡出子とかのことです。」
と言うと、尾関先生は小さな溜息をついて、こうおっしゃった。
　「あれね。英雄なんとかという。しかし、どうして、ああいうふうに、
男の側からしか見ないのかね。産むのは女性ですよ。」
　そんなあたりまえの言葉が私には目から鱗であった。
　英雄云々というのは、たしかに男の側から見た身勝手な言葉だ。さらに
言えば、嫡出子、非嫡出子というのは、子を男の側から見た仕分けでしか
ないではないか。嫡出子だからどうとか、非嫡出子だからどうという差別
的な考えは子を産む母親にはないだろう。
　「ああ、なるほど……。」
と感心している私に、尾関先生はもうひとことおっしゃった。
　それは、私にとって、二回目の目から鱗となる。
　尾関先生はこうおっしゃったのだ。
　「女性が決意して産むのであれば、出産は絶対善なのです。」
　尾関先生は今年度いっぱいで、定年退職される。私も数年後には、定年
退職が待っている。三十年以上、私は本学で働かせていただき、その間に、
いろいろな先生方からいろいろな言葉をうかがった。その中には、生涯忘
れないであろういくつかの言葉がある。
　「出産は絶対善なのです。」
　この言葉はまちがいなくその中のひとつである。
　ほかにだれもいない温泉の露天風呂で、汗といっしょに、二枚の鱗は流
れていった。
